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宮古島市立教育研究所 研究報告集録 第1集 2007年3月＜教育相談＞

教育相談活動の充実をめざした連携の在り方

宮古島市立平良第一小学校 養護教諭 乾 麗子

Ⅰ 主題設定の理由

近年，核家族化や少子化，家庭や地域の子育て機能の低下，両親の離婚による父子・母子家庭の増

加傾向等，子ども達を取り巻く生活環境は大きく変化し，それに伴って学校教育の場面においても様

々な問題が生じてきている。児童生徒の暴力行為・非行・いじめ等のいわゆる問題行動や不登校，登

校しぶり，引きこもり等，社会や学校への不適応は依然として憂慮すべき状況にある。また，特殊教

育から特別支援教育への移行に伴う新たな課題として，通常学級に在籍する軽度発達障害の児童生徒

， 。への対応・支援が求められるようになり その在り方や方法について苦悩している学校も少なくない

こうした状況を背景に，児童生徒の抱えている問題への早期対応・支援をしていくための有効な手

， ， 。 ，立ての一つとして 学校における教育相談活動の重要性が叫ばれ その充実が図られてきた しかし

上述したように児童生徒の問題は多様化，複雑化し，その対応・支援を充実させ，より良い方向へ問

， 。題解決を図っていくためには 保護者・関係機関との連携を深めることが必要不可欠であると考える

平成16年４月，文部科学省が行った委託研究「学校と関係機関等との行動連携を一層推進するため

に」の中でも次のような視点が示された。①学校においては，未だに関係機関等との連携が教職員個

人の努力によって任されている傾向が見られるので，学校として，組織的，継続的に連携をしていけ

るようなシステムを整備する必要がある。②教職員一人一人が，児童生徒の問題等への支援について

は，関係機関等との連携が重要であるとの認識を持って，日々の支援に当たる必要があること。以上

のことからも校内支援体制の充実や学校・保護者・関係機関等との連携がますます重要となってきて

いると考える。

平成15年から18年度 本校の教育相談活動(学校不適応 における児童の実態を見てみると 不登校， ） ，

１人，保健室登校６人，登校しぶり８人，さらに登校はしているが，継続支援を必要とする児童が在

籍している等の実態がある。担任一人に抱え込ませる事がないよう，校内サポートチームを立ち上げ

て対応・支援をしているが，現段階において機能が充実しているとは言えない。

養護教諭として，または，教育相談係として上記の問題を抱える児童に接する中で，当該児童の背

景には それぞれに異なる複雑な状況(原因 があり 画一的な方法論だけでは解決できるものではな， ） ，

いことが明らかとなってきた。また，学級担任・養護教諭・相談係による単独の支援や，学校内の対

応のみでは，問題の解決が難しい場合も多く，保護者・関係機関との連携の必要性を痛感した。

以上のことから，学校，保護者，関係機関との連携が，児童生徒の抱える問題解決への有効な手だ

立ての一つであると考えるに至り，保護者・関係機関とのより良い連携の在り方を追究する必要性が

あることから，本主題を設定した。

Ⅱ 研究目標

学校・保護者・関係機関との連携の現状について，①宮古地区の幼・小・中・高等学校の教育相談

係及び教頭，関係機関を対象にアンケート調査を実施し，実態を把握・分析する。②本校の事例を分

析する。以上のことによって，学校・保護者・関係機関との連携の在り方を明らかにする。

Ⅲ 研究仮説

学校・保護者・関係機関との連携の実態を明らかにすることにより，充実した教育相談活動の連携

の在り方が確立できるであろう。
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Ⅳ 研究の構想図

＜めざす子ども像＞

社会の変化に主体的に対応し，生きる力を身につけ，

豊かな心を持ち，自己実現のできる子

＜研究主題＞

教育相談活動の充実をめざした連携の在り方

＜研 究 目 標＞

学校・保護者・関係機関との連携の現状について①宮古地区の幼・小・中高等学校の

教育相談係及び教頭，関係機関を対象にアンケート調査を実施し，実態を把握する。

②本校の事例を分析することによって，連携の在り方を明らかにする。

＜研 究 仮 説＞

学校・保護者・関係機関との連携を明らかにすることにより，

充実した教育相談活動の連携の在り方が確立できるであろう。

＜研 究 内 容＞

理 論 研 究 実 践 研 究

・教育相談の基本的な考え方 ・アンケートの作成・実施及び分析

・連携の在り方 ・連携の流れ図・連携の留意点

・事例研究について ・校内サポート委員会

・実践事例の分析

・実態把握のためのチェック票

実践・評価・考察・まとめ
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Ⅴ 研究内容

１ 理論研究

(1)「教育相談」の基本的な考え方

前述したように，児童生徒の抱える問題は，不登校，登校しぶり，暴力行為，非行，いじめ等

の不適応や問題行動，いじめによる自殺行為等，多様化，複雑化してきている。そのため，児童

生徒の実態に応じた，きめ細かな対応・支援が強く求められ、教育相談活動の充実が益々重要と

なってきていると考える。そこで，教育相談の基本的な考え方について述べる。

① 教育相談とは

教育相談とは 一人ひとりの子どもの教育上の諸問題について本人やその親・教師などから，

相談を受け その問題の解決のために望ましい在り方を指導助言することである 言い換える， 。

と 子どもの持つ悩みや困難の解決を支援することにより 悩みある子どもがより良く生活に， ，

適応できるようになり 人間的成長を果たせるように指導助言することである と定義づけら， ，

れている 学校教育相談カウンセリング辞典 小林一光 2003 つまり 学校における教育。（「 」 ） ，

相談は 「教師が，児童生徒一人ひとりを大切にしているというメッセージを児童生徒や保護，

者に伝えながら 児童生徒が自分自身の問題に直面した時に 自らの力で解決していけるよう， ，

に支援すること」であると捉えることができる。

以上のことから教育相談は 自己成長を試みている児童生徒 問題行動を引き起こすことが， ，

懸念される児童生徒 さらには 不登校 登校しぶり 保健室登校 暴力行為 いじめ等の問， ， ， ， ， ，

題を持っている児童生徒など 全ての児童生徒を対象に 学校教育活動の全体を通して行われ， ，

る活動であるといえる。

② 教育相談の目的

ア より良い人間関係の形成

児童生徒・教師がお互いを認め合いながら お互いに支え合うことの心地よさを知るため，

の支援を行う。

イ 人間としての在り方の意識化

自己の存在を肯定的に捉え 価値ある存在として充実感・喜びを感じられるように支援す，

る。

ウ 自主性・自発性・自己決定能力の形成

自らの在り方や生き方を選択・決定し 自己実現に向けて努力するとともに 責任を負え， ，

るように支援する。

上記の３つの目的を達成するためには 児童生徒理解に基づく教師と児童生徒との間の信頼関，

係を構築し 適切な支援方針を決定 支援の実際 これらのことを学校組織として 対応すると， ， ， ，

いう一連の過程が望ましいと考える。

③ 教育相談の機能

教育相談の機能として ①開発的教育相談 ②予防的教育相談 ③治療的教育相談 の三つ， ， ， ，

にまとめることができる。
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ア 開発的教育相談

児童生徒が個性を伸ばし，社会性を身に付け，自己実現が図れるよう主に，集団を対象と

して指導・支援をする教育活動である。活動場面としては，学級活動や学習指導などの学校

の教育活動の全体を通して行われ 最近では構成的グループ･エンカウンター 集団を対象と， 「

した心理教育活動である。各種の課題を遂行しながら，心と心のふれ合いを深め，自己成長

を図ろうとするグループ体験 ( カウンセリング辞典 國分康孝編 1990 誠信書房 やア」「 」 ）

サーション（自分も相手も大切にした自己表現。具体的には自分の考え，欲求や，気持ちな

どを素直に 正直に その場の状況にあった適切な方法で述べること ピアサポート 問題， ， ）， （

を抱えて困っている児童生徒に対して，支援のためのスキルを学んだ児童生徒が支援する活

動）など心を育てる技法等が多く取り入れられている。

イ 予防的相談活動

何らかの問題が発生する可能性を持った児童生徒を，事前にスクリーニング（把握）し，

問題が複雑化する前に あるいは問題が軽いうちに指導･支援を行う教育活動である スクリ， 。

ーニングの方法としては心理テスト(バウムテスト，家族画，三つの願い等 ，学校生活での）

観察(保健室への出入りの頻度，遅刻や欠席，服装，授業態度の変化等 ，教育相談週間の事）

前アンケート調査等をもとにした面接等がある。

ウ 治療的教育相談

不登校，登校しぶり，暴力行為，非行，いじめ等の問題行動，いじめによる自殺行為等，

適応上の問題や，発達面，心理面の問題が明らかになった児童生徒を対象にその問題の根本

的治療をねらいとする教育活動である 児童生徒自身に対する直接的指導･支援と児童生徒を。

指導･支援する教師や保護者に対する間接的支援(コンサルテーション）がある。

④ 教育相談の態様

教育相談活動を充実させるためには，日常の教育活動において，全ての教師は児童生徒との

心の交流を大切にし，信頼関係づくりに取り組み，児童生徒への理解を深めていくことは重要

なことであると考える。学校生活における教師によるきめ細かな観察（児童生徒の表情，出席

状況，教師がいつもと違うと感じた直感等）が児童生徒への理解を深める手だてとなる。つま

り，児童生徒の発する心のＳＯＳのサインの早期発見・早期対応につながるのである。

また学校における相談のきっかけや場面としては，次のような状況が考えられる。

ア チャンス相談

， （ ， ， ，日常 児童生徒と出会ったとき 例えば 登下校で出会ったとき 廊下ですれ違ったとき

） ， ） ，全体集会で出会ったとき等 や問題行動が見られたときに その機会(チャンス を逃がさず

その場で意図的に声をかけ，相談活動を進める。

イ 呼び出し相談

教師が特定の児童生徒を呼び出して行う相談方法である。日常生活の観察から，気になる

言動や行動が見られたときや，心理テストや定期相談における事前アンケートなどの調査か

ら気がかりな児童生徒がいるとき等，教師が必要性を感じたり，事実の確認をしたい時など

教師側から働きかけ 個別的に相談活動を行う 呼び出し相談を行う際の配慮事項として 呼， 。 ，「

び出された」ということで，なぜ自分が呼び出されたのかと児童生徒が疑心暗鬼になること

も考えられる。当該児童生徒の不安解消のために，事前に，目的や理由，面談にかかる時間

をはっきりと伝えておく事が大切である。
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ウ 定期相談

教師が児童生徒全員に対して定期的に相談活動を実施し，児童生徒が発する心のＳＯＳの

サインを早期に発見し，対応・支援するするために有効な相談方法である。各学校によって

持ち方は色々様々であるが，本校の定期の教育相談においては，毎学期１回教育相談週間を

設け，一人５分から15分程度に面談の時間を設定し，担任と児童生徒，または，担任と保護

者が向き合い相談活動が実施される。問題の内容によっては，担任以外との面談も実施され

る。週間実施前には事前にアンケートを実施し，児童生徒の情報を把握し，面談においては

望ましい信頼関係を築き，自主来談に発展させるよう心配りをする。

エ 自主来談

児童生徒の自発的な意志で相談に訪れる相談方法である。児童生徒は，自分の抱えている

問題や悩みを解決したい，あるいは聞いてもらいたいとの思いがあり，その為に教師に対し

て意見やアドバイスなどを求めてくる。背景には深刻な問題が潜んでいることもあるので，

カウンセリングマインドを持ち，共感的な態度で児童生徒の話に真剣な態度で耳を傾けるこ

とが大切である。

オ 押しかけ面談

教師や 相談員 スクールカウンセラー等が 児童生徒のいる場所(家庭や教室 に実際に， ， ， ）

出かけ(押しかけ て行き相談活動を行う方法である この方法は 不登校児童生徒の対応と） 。 ，

して用いられる場合が多い。不登校の初期段階では，休み出すとおなかが痛いなどの何らか

の理由をつけて休み続けてしまうので，こちらから働きかける積極的な「押しかけ面談」が

必要となってくる場合もある。

押しかけ面談の留意事項として 関係機関間の連携(横の連携 も図りながら 児童生徒本， ） ，

人が負担にならないように，本人の意志を最優先することが大切である。本人の気持ちを無

視し，学校が，関係機関が一方的な関わりを実行することで，うまくいかないことが考えら

れる場合もある。

⑤ 教育相談における基本的姿勢

教育相談活動を行う際は 信頼関係の構築を基本として進めていく つまり カウンセリング， 。 ，

マインドを持って相談活動を行う事が大切である 教師が児童生徒の言動を受容し 解決につ。 ，

， ， 。いてともに考えるという姿勢を示すことで 児童生徒は心を開き 自分の本心を話すのである

カウンセリングマインドとは，教師と児童生徒が対等な関係を築こうとする姿勢であり，

教師と児童生徒が 「教える人 「教えられる人」の師弟関係ではなく 「人」と「人」との， 」， ，

対等な関係に立って，問題の解決に向かってともに努力をしていく基本的な姿勢のことであ

る。カウンセリングマインドとは，カウンセリングに対する姿勢・態度・心のことを指すも

ので，テクニックというよりむしろ心構えである。

カウンセリングマインドが身に付いている教師と(以下Ｔとする）そうでない教師(以下Ｒ

とする）との間に見られる授業の応答例を上げる。

表１ カウンセリングマインドを持つ教師とそうでない教師

Ｔ 教 諭 Ｒ 教 諭

始業前 ：始業前に教室にいて子どもたちを迎え ：子どもたちがそろった頃に教室へ行き「静，

チャイムとともに「この時間も良い学習 かにしなさい！静かにしないと授業をはじめ

ができそうだ」とあいさつをする。 ないよ」と大声で注意をする。

授業導入時 ：ねらいや，多様に用意した教材や学習 ：ねらいを示すとすぐに学習内容に入る。
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方法を明示し，説明を行う。

私語が ： きっと授業に関係ある話だと思うので ： 無駄話はやめなさい！」と内容もわから「 「

始まる 良かったら全員に聞こえるように話して ないままに禁止する。

ほしい」と発言を促す。

学習の ： みんなの取り組みで素晴らしい発見が ： しっかり考えないとわからなくなるよ」「 「

入り口 ありそうだ」と信頼関係の表明をする。 と叱咤激励する。

質問に ： 良い質問だ。ありがとう 」と，どの ： さっき説明したよ。よく聞いていなかっ「 。 「

対して 質問に対しても受容的に理解し，丁寧に たな」と言って，他の児童生徒に答えさせた

解説する。 り，おこりながら自分で解説したりする。

（ 学校教育相談カウンセリング辞典」西 君子 2003）「

⑥ 相談活動に役立つ技法・方法

相談活動を円滑に実施するには，児童生徒に対する愛情が必要不可欠であることはいうまでも

ない。それに加えてカウンセリングに対する基本的な知識・教養を習得することは教師としての

資質・力量を高めることにつながり，そのことによって，より効果的な相談活動を展開すること

ができると考える。以下，教育相談の技法・方法について国分氏の理論を記述する。

表２ 教育相談の技法・方法

技法・方法名 技法・方法の概念

支持 指導の中に，子どものこうしたいという希望・要望を適度に取り入れて，満足感を

与えるときに用いる(例：給食が嫌いなら残してもよい）快楽原則を大事にする技法。

指示 人間が周囲の環境(人・物・自然）とうまく調和して生きていくために必要な，きま

りごとを教えるときに用いる。(例：わがままに対してしっかりと注意をする。給食の

食器は自分で返す ）現実原則を大切にしたいときの技法。。

関わり行動 子どもに注意をはらい，きっかけづくりをする行動。言語的・非言語的なものがあ

る （例：手紙・電話・訪問など）。

協力要請 人に依頼してある行動をとってもらうこと。

グループ参加 友達集団から孤立した子どもに対して，再度復帰できるようにスキルを教え，友達

のレディネス へとつなげること。

契約 取り決めの締結で作業同盟のようなもの。指導支援を開始する前に，教職員や父母

に対して養護教諭が関わることの了承を得たり，子どもと約束をするときに用いる。

コンサルテー 教師が教師に助言・要請すること。作戦会議のようなもの。

ション

コンフロンテ 対決技法。葛藤や対決が生じた相手に，自分の立場や考えを表明し，相手の行動修

ーション 正を求める。

抵抗予防 相手に苦痛や不安を与えないように配慮すること。

助言 相手の関心，願望に応えるために，積極的にこちらの考えを発言すること。アドバ

イス。

シェーピング 目的の行動に近づけるため，簡単なところから少しずつ段階的に学習を進めていく

方法。

傾聴 相手の話に対し，積極的に耳を傾けること。

戦略 問題解決に導くために，戦略をめぐらして，相手の考え方の修正，抵抗の軽減や除

去，目的達成のための行動化を図る。作戦(例：登校させるため「保健室の仕事が忙し

いので手伝って欲しい」と子どもに伝える ）のこと。。

スキル訓練 ハウツー（つきあい方，育て方，自己主張の仕方，話し方などについて）を教える
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こと。

情報収集 相手やこちらの「知りたいことや考え」を伝えたり，受け取ったりすること。

情報提供

チームづくり 学校での指導，助言を，組織的にチームワークよくできるように組織づくりをする

こと。

ヒューマンネ 人間関係の輪。子どもについては，友達づくりと同じ意味に使うこともある。

ットワーク

リファー 指導支援の一方法として自分以外の人に関わりを依頼すること。

時間制限療法 関わりをいつまでもダラダラと続けるのではなく，時間の短縮化と効率化から，こ

こぞというときに「いつまでに何をどうする」という明確な行動の目標を決めて実行

すること。

モデリング 模倣の対象を示し，新しい行動パターンを学習させること。

課題提示 問題の解決に役立つ行動を，宿題として与えること（例：父親に，日曜日は子ども

と遊んでもらうように言う）

環境づくり 問題解決のため，人的・物的な環境の調整をする(例：再登校を受け入れるための学

級での指導，４月時の担任の変更）

モチベーショ 何か行動を起こすための原動力となるものを与える。(例：動物好きな子どもに「ウ

ンを高める サギを見においで」と誘う）

「 」 ）自己開示 こちらの考えや感情を素直に表すこと(例： 私はあなたの力になりたい と伝える

(2) 連携の在り方

① 連携の必要性

児童生徒が問題を抱え，児童生徒ひとりでは解決できない状況にあるとき，担任をはじめ，

児童生徒と関わりのある周囲の人々の支援が必要となる。しかし，担任が学級の問題は学級内

で止めておきたいという思いがおこり，管理職や他の教師に相談しないことや，責任感から自

分一人だけで何とか解決しようという意識が強いときには結果的に，問題解決が遅れたり，複

雑化したりすることがある。さらに，問題の背景が複雑で対応が困難な事例の場合，担任の精

神的な負担を重くし，さらに問題を複雑化する場合も考えられる。個別の働きかけで，うまく

解決したり，解決の方向性が見いだせたりする場合はよいが，それらのことがうまくいかない

場合，その問題解決のための有効な手立ての一つの方法として，校内の支援体制（サポートチ

ーム）の構築と機能化及び，保護者・関係機関との連携が重要となってくる。連携を進めてい

く上で次のことを常に心にとめておく必要がある。支援者一人の情報に頼った対応や，複数の

支援者が異なった支援を進めていくことは，子どもを混乱させ不安を抱かせることになりかね

ない そこで 問題を持つ児童生徒に関わる一人ひとり 学校・保護者・関係機関 が連携の。 ， （ ）

， ， ， ，必要性を認識した上で 互いが意思の疎通を図り 自らの役割を果たしつつ 一体となること

さらに，いわゆる問題行動に関する情報連携にとどまらず，行動連携を組織的，継続的に根気

強く取り組むことが必要であると考える。

② 連携の対象

ア 校内の連携

あ 学級担任との連携

一人ひとりの児童生徒に対しての学校における様々な関わりは，ほとんどの場合，学級

担任が行っていると言っても過言ではない。そのため，児童生徒の抱える問題の解決に当

たっては学級担任のきめ細かな観察や情報は重要且つ大きな意味をもつものであり，学級

。 ， ，担任との連携は大切である 従って 日頃から学級担任との間に信頼関係が保てるように
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豊かな人間関係作りに努めることは重要なことであると考える。

学級担任以外が児童生徒のことで，学校内外と連携をする場合には，基本的にはまず担

任を優先すべきである。担任を超えて保護者や関係機関等と連携をする場合には，あらか

じめ了解を得ておくか，事後報告を速やかに行うことが大切である。また，きめ細かな情

報交換は問題の早期解決へとつながると考える。従って，情報交換においては，一方的な

連絡・報告ですませるのではなく，お互いに情報を共有し，協力，補完し合い共同で児童

生徒に関わっていくという姿勢を大切にする必要がある。また，お互いの役割の分担を明

らかにし，確認しながら連携を進めていくことが大切であると考える。

い 管理職との連携

学校教育活動全般において 管理職が実態を把握しておくことは言うまでもない 教育， 。

相談の分野においても管理職への 報告・連絡・相談 は一人ひとりの教師が 常に心「 」 ，

がけておかなければならない事であると考える 特に 児童生徒の抱える問題に対して。 ，

保護者や関係機関との連携が必要になる場合は 学校としての対応となるため管理職へ，

の 報告・連絡・相談 は 今後支援を進めていく上で重要である すなわち 問題を「 」 ， 。 ，

抱える児童生徒に関わる教師が個別に支援をするのではなく 管理職のリーダーシップ，

のもとに，組織として連携を進めていくことが大切であると考える。

イ 保護者との連携

児童生徒は一人ひとりそれぞれに個性があり，同じ年齢であっても，家庭環境の違いなど

から，成長の仕方も様々である。教師も保護者も児童生徒が心身共に健康で健やかに成長す

ることを願う気持ちは同じであろう。教師が児童生徒の気になる言動や，表情等に気がつき

対応・支援をする際には，保護者との連携が不可欠である。充実した連携を実現するために

は，何よりもまず，教師と保護者が児童生徒の成長・発達について率直に話し合えるような

人間関係を作ることが大切である。車の両輪のように，保護者と教師がお互いの人格や役割

， ， ， 。を認め 理解し 協力ができれば 児童生徒はめざましい成長・発達をしていくものである

つまり，児童生徒の望ましい人格を育てるためには，学校と保護者との連携は必要にして不

可欠であると考える。

ウ 関係機関との連携

児童生徒の抱える問題について，学校ができる限りの指導・支援を行い，その解決に努力

をすることは当然のことであるが，関係機関と連携をすることで問題の複雑化・長期化を防

ぎ，短期間での問題解決が可能になる場合も多いはずである。担任や係が無理をして事例を

請け負い，結局無責任な結果になるような事態は，避けなければならない。仮に担任・係の

守備範囲を超える場合，医学的診断の必要が感じられる場合，福祉的・法的な措置が必要な

場合などは，ためらわずに関係機関と連携するという原則を守ることが重要である。関係機

関と連携をすることによって，児童生徒の問題を多方面から捉えることができ，問題が早期

に解決できたり，解決の方向性が見いだせたりする場合が多い。

(3) 事例研究について

学校教育現場における実践についての事例研究は実践活動を深め，さらに支援をよりよいも

のにするために必須の研究方法であると考える。以下，事例研究について述べる。
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① 事例研究とは

事例に関する論文や研究報告書の中には 研究 と 報告 が混在している場合が少なくな，「 」 「 」

。 ， ，い そこで 本研究では事例研究と事例報告を明確に区別して各々その性質を理解することも

事例を理解するうえで重要なことであると考えた。事例研究という場合，臨床の場面で生起す

る具体的な事象を整理し，構造的にとらえ，全体的にまたは焦点化して検討を行い，新しい所

見やアイディアを抽出するアプローチをさす。つまり，事例研究とは新しい所見を得ることが

目的であるといえよう。

一方，事例報告とは相談活動の過程の中で生起する具体的な事象を，構造化された視点から

， 。 ，詳細に記述し 実践的・研修的な意図を持って報告を行うといったアプローチである つまり

事例報告は，よりよい実践のための情報の提供ということができよう。事例検討会やケースセ

ミナー，スーパービジョン，コンサルテーション等は事例報告の代表的な方法であろう。これ

らの事例検討会は事例への理解を深めることが主な目的となっている。

② 事例報告の書き方について

表３ 事例報告書の例

１ テーマ・タイトル

テーマ・タイトルは事例報告の内容を凝縮，象徴したものをつける。どのような問題があったか

をテーマ・タイトルを見ただけでイメージできるような，キーワードを数個つなげたものが望まし

い。

２ 報告者の名前と所属

３ はじめに

事例報告の目的や意図を明確にする。具体的には事例の主な特徴のキーワードから記し面接機関

や回数，報告者が主として記したい内容を数行にまとめて記す。

４ 事例の概要

ここでの記述はプライバシーの保護を念頭に置いて，事例全体の把握を目的として，相談者，主

訴，家族，生育歴及び問題歴を記す。

(1) 相談者

ここでは，相談者の仮名と問題の発生時，面談初回時の年齢や，当時の服装や態度等，相談者

の状況を記す。

(2) 主訴

ここでは相談者が訴えた内容について相談者自身の言葉を代弁した形でその事例の主たる問

題を記すこともある。

(3) 家族・家族構成

。 ， ， ， ， ，ここでは家族構成について記述する 次に その家族の年齢 兄弟関係 生い立ち 最終学歴

職業，相談者との関係等を記す。

(4) 生育歴・問題歴

生育歴では，報告時点までの経過から得られた情報を詳しく報告する必要はなく，相談者を理

解する上でもっとも必要と思われる情報を簡潔に記するこが重要である。

問題歴では，報告を受ける人が相談者をイメージするために必要な情報を，初回のアセスメン

トの状況や，時間軸に沿って，問題の歴史を紹介する形でまとめていく。

５ 面接の経過と考察・検討したい点

(1) ここでは面接の実践の経過について時間軸に沿って具体的な面接内容や実践内容について記述

していく。考察は，各期の記述のすぐ後に記述する。

(2) ここでは，面接の課題や今後の面接方針，今後の支援目標について記し，考察も踏まえて，自

分の面接や実践に対する考え方の提示もするほうが望ましい。

(2005 日本教育カウンセラー協会)
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２ 実践研究

(1) 宮古地区，幼・小・中・高・関係機関における「連携」の実態調査・分析

① 調査Ⅰ 宮古地区の幼・小・中・高におけるアンケート調査の結果と考察

児童生徒の抱える問題が多様化，複雑化，深刻化，してきている今日，学校単独のみの支援

だけでは問題解決が難しい場合があり，前述したような保護者や関係機関との連携が必要であ

ると考える。そこで，本研究では以下の２種についてアンケート調査を行った。

（ ） ， 「 」１ 宮古地区の幼・小・中・高の教育相談係 又は教頭を対象に 関係機関との連携について

（２）関係機関を対象に「学校との連携について」

得られた調査結果を基に，それらの実態を把握・分析することによって，今後の教育相談活

動における連携の在り方について考察を加える。

（１）目的

， 「 」，宮古地区の幼・小・中・高の教育相談係 又は教頭を対象に 関係機関との連携について

及び関係機関を対象に「学校との連携について」に焦点を当てたアンケート調査を行い，それ

らの実態を把握・分析することによって，今後の教育相談活動における連携の在り方を考えて

いくことを目的とする。

（２）方法

① 調査年月

平成18年10月

② 調査対象

調査Ⅰ 宮古地区の幼・小・中・高の教育相談係又は教頭

③ 調査Ⅰの結果と考察

ア 回収率

校種 調査対象 回答校 回収率

幼稚園 ２１ １６ ７６％

調査Ⅰ 小学校 ２０ ２０ １００％

中学校 １８ １８ １００％

高等学校 ５ ５ １００％

イ 関係機関と連携の有無（質問２：複数選択可）

幼稚園(16校)

いいえ

75%

はい

25%

小学校(20校)

はい

68%

いいえ

32%

中学校(18校)

はい

56%

いいえ

44%

高校(5校)

はい

60%

いいえ

40%
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「はい」と答えた学校が，小学校13校（68％）中学校10校（56％）高等学校5校（60％）と

小・中・高等校においては半数以上が はい と答えており 特に小学校においては68％と「 」 ，

高い比率を示している。一方，幼稚園においては「はい」と答えた幼稚園は4園（25％）と

低い比率を示していた。

このことから 小・中・高等学校においては 児童生徒の抱える問題に対して 対応・支， ， ，

援に困った場合には関係機関と連携をとっていることが明らかとなった これまで 学校で。 ，

は問題が起こった場合 学校内のみで解決を図ろうとしてきたが しかし現在は ほとんど， ， ，

の学校において 何らかの関係機関と連携しながら 問題解決を図ろうとする体制が出来つ， ，

つあるのではないかと考えられる。また 「連携をしたことがない」と答えた学校のほとん，

どが 児童生徒数が少ない小規模校や離島の学校であった 小規模校においては 複雑な問， 。 ，

題を抱えている児童生徒が在籍していなかった可能性もある しかし 一方で離島の学校に。 ，

， ， ，おいては 事例はあるものの近くに適切な機関がない等の理由で すぐに対応することや

継続した支援を進めていくことが難しかった可能性も否定できない 今後の課題として 宮。 ，

古本島と差がないように，離島においても常駐する専門家(例えば相談員等）の配置を考え

る必要があるのではないだろうか。

ウ 連携した機関（質問３：複数選択可）

幼稚園 小学校 中学校 高校

スクールカウンセラー 1 9 6

市児童家庭課 児童相談 2

教育相談員 1 3 4

巡回教育相談員 2

宮古養護学校 4

福祉課 2

生徒指導推進協力員 1

まてぃだ教室 2 2

特別支援教育専門家チーム 3 1

宮古島市サポートチーム 3

宮古病院 1 1 1

子どもと親の相談員 1

保健師 2

宮古福祉事務所 1

社会福祉協議会 1

宮古福祉保健所 1

教育委員会(教育相談員) 1

専門家の学校派遣(臨床心理士) 2

専門医の学校派遣 1

臨床心理士(宮古島市) 1

学校医 1 1

県児童相談 1

中央児童相談 1

宮古島警察署(少年課) 1

宮古島市教育委員会 1

石原良人 1

女性相談室 1
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各校種を合わせて，連携をとった機関は27機関(個人）であると答えていた。関係機関別

に見てみると教育関係機関 14 の活用が一番多く半分以上を占めていた 次いで福祉関係（ ） 。

（８ ，医療関係（３）警察関係（１）となっていた。しかし，残念なことに各機関の正式）

名称がわからないという実態があった 最低限 相談係は関係機関の正式名称を知っておく。 ，

必要があろう。

また 連携をとっているほとんどの学校が 児童生徒個々の問題に応じた適切な機関を選， ，

択し アドバイスを得ながら問題解決にあたっていることが明らかとなった また このこ， 。 ，

とから学校が連携をする場合においては 同じ教育関係に相談がしやすかったことや 教育， ，

関係機関の役割を 明確に把握していること等が考えられる これらのことは 行政による， 。 ，

研修会の開催やそれぞれの担当者による啓発活動が功を奏した結果であると考えられる 今。

後とも より一層連携を進めていくことが望まれる また 少数ではあるが 学校医と連携， 。 ， ，

をとっている学校が見らたことも 心強い 学校医も係わることによって 心身の両面から， 。 ，

のケアが可能となり，教育相談活動がもっと充実していくと考えられる。

エ 連携した理由（質問４：複数選択可）

幼・小・中・高等学校をあわせ 最も多かった問題が不登校 登校しぶり 保健室登校 相， ， ， ，

（ ） ， ）， ，談室登校と言ったいわゆる適応障害 32件 で 次に健康や軽度発達障害(17件 暴力行為

幼稚園（１６園）

0 2 4 6 8 10

①不登校

②登校しぶり

③保健室登校

④暴力行為

⑤飲酒・喫煙

⑥虐待

⑦家庭環境に起因

⑧健康・発達障害

⑨いじめ問題

⑩その他

学校数

小学校（２０校）

0 2 4 6 8 10

①不登校

②登校しぶり

③保健室登校

④暴力行為

⑤飲酒・喫煙

⑥虐待

⑦家庭環境に起因

⑧健康・発達障害

⑨いじめ問題

⑩その他

学校数

中学校(18校)

0 2 4 6 8 10

①不登校

②登校しぶり

③保健室登校

④暴力行為

⑤飲酒・喫煙

⑥虐待

⑦家庭環境に起因

⑧健康・発達障害

⑨いじめ問題

⑩その他

学校数

高校(5校)

0 2 4 6 8 10

①不登校

②登校しぶり

③保健室登校

④暴力行為

⑤飲酒・喫煙

⑥虐待

⑦家庭環境に起因

⑧健康・発達障害

⑨いじめ問題

⑩その他

学校数



- 13 -

飲酒喫煙，いじめ問題，授業妨害等のいわゆる問題行動(15件）の順であった。

これらのことから いずれの校種においても 適応障害 問題行動を持つ児童生徒の対応， ， ，

に困っている現実があることがわかった 前述したような関係機関との連携をいっそう密に。

して根気よく支援していくことが望まれる さらに 平成19年度から特別支援教育へと変換。 ，

することを踏まえて 多くの教師が興味関心を持って 特別支援教育の研修会に参加をした， ，

ことや 「ゆいみなぁ」で毎月１回行われている，出張教育相談，宮古地区特別支援連携協，

議会の事業等が多くの学校に浸透し 発達障害について気軽に相談できるようになったこと，

。 ，などが相談件数の増加となった要因であると考えられる 教師が学び続けることによって

適切な指導ができることはいうまでもない そのことによって障害に応じた指導の充実が図。

れることから 今後は特別支援教育のさらなる広がりに期待をしたい また いずれの校種， 。 ，

において 虐待や家庭環境に起因する問題が見られることは 家庭の教育力や 危機意識の， ， ，

。 ， ， ，低下がその理由として考えられる しかし 保護者も困っているという認識を持ち 先ず

話に耳を傾け その気持ちに共感するという教育相談の基本姿勢を持って対応に当たるとい，

うことが大切であると考える。

オ 連携して得られた成果（質問５：複数選択可）

もっとも多い回答は 関係機関の役割を知ることにより 問題の早期解決が可能となり 今， ， ，

幼 稚園 (1 ６園 )

0 2 4 6 8 1 0

① 早 期 解決

② 今後 の 活動

③意 識の 高 ま り

④ 相 互 の 信頼

⑤ その他

学校数
小学校 (2 0校 )

0 2 4 6 8 1 0

① 早期解決

②今後の活動

③意識の高ま り

④相互の信頼

⑤その他

学校数

中 学 校 (1 8校 )

0 2 4 6 8 1 0

① 早 期 解決

② 今後 の 活動

③意 識の 高 ま り

④ 相 互 の 信頼

⑤ その他

学 校 数

高 校 (5校 )

0 2 4 6 8 1 0

① 早 期 解 決

② 今 後 の 活 動

③ 意 識 の 高 ま り

④ 相 互 の 信 頼

⑤ その 他

学校 数
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後の活動につなぐことができた（23校 ，次いで保護者・学校・関係機関との信頼関係が深）

まった(18校 早期に問題解決をすることが出来た(16校 学校全体として教育相談に関す）， ），

る意識が高まり 組織的・継続的に問題解決にあたるようになった(16校) その他(3校 で， ， ）

あった いずれも連携をすることによって 教室復帰をしている児童生徒がいることや 問。 ， ，

題解決の糸口が見つかり 指導の方向性が決められた等の成果があった事を示している こ， 。

， ，れらのことは 教育相談活動における連携の有効性を示したものであり児童生徒にとって

教師にとって 保護者にとって 良い結果をもたらしたことは 連携の有効性が実証できた， ， ，

のではないだろうか。

カ 連携上の課題（質問６・７：複数選択可）

幼稚園8校（50％）小学校10校（53％）中学校8校（53％）高等学校3校（60％）といずれ

の校種においても半数以上が連携において課題を持っていることがわかった。

幼稚園(16校)

はい

50%

いいえ

50%

小学校(20校)

いいえ

47%

はい

53%

中学校(18校)

はい

53%

いいえ

47%

高校(5校)

いいえ

40% はい

60%

幼稚園(15園 )

0 2 4 6 8

①機関がわからない

②役割がわからない

③機関が近くにない

④進め方がわからない

⑤依頼時期が難しい

⑥保護者への説明

⑧具体的な方法

⑨その他

学校数
小学校 (20校 )

0 1 2 3 4 5

①機関がわからない

②役割がわからない

③機関が近くにない

④進め方がわからない

⑤依頼時期が難しい

⑥保護者への説明

⑧具体的な方法

⑨その他

学校数

中学校(18校)

0 1 2 3 4 5

①機関がわからない

②役割がわからない

③機関が近くにない

④進め方がわからない

⑤依頼時期が難しい

⑥保護者への説明

⑧具体的な方法

⑨その他

学校数

高校(5校 )

0 1 2 3 4 5

①機関がわからない

②役割がわからない

③機関が近くにない

④進め方がわからない

⑤依頼時期が難しい

⑥保護者への説明

⑧具体的な方法

⑨その他

学校数
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また 最も課題であると感じている点は それぞれの関係機関の役割がわからない であ， 「 」

った。関係機関の役割(特徴）や，利用の仕方がわからない，どの機関につなげばより適切

なのかがわからないといったことが考えられる。

「 」「 」２番目に 連携の具体的な進め方がわからない 依頼する具体的な時期が判定しにくい

であった これは 校内における役割分担をどのようにするのか コーディネーターを誰に。 ， ，

するのか 関係機関との連携をどのように進めていくのか等 連携の具体的な進め方につい， ，

て具体的にイメージ化がはかれない状態にあったためであることが考えられる。

３番目に 適切な関係機関が近くにない であった この回答のあった学校は ほとんど「 」 。 ，

が離島の学校であり 他にも予算面での都合がつきにくいことや 離島のために時間の設定， ，

が難しい等 離島苦が浮き彫りにされているといえる 前述したように 何らかの手立てを， 。 ，

早急に考える必要があるのではないだろうか。

４番目に どこにどのような機関があるのかわからない であった このことは もっと「 」 。 ，

「 」 ，も回答の多かった 関係機関の役割がわからない と答えた学校と一致していることから

同様なことが言える。

５番目に 保護者への説明がうまくできない であった 保護者と係わる際うまく共通理「 」 。

， ， ，解を図ることが出来ない 保護者の思いを十分に受け止めることができない 学校として

どのタイミングで関係機関を紹介していいかがわからない また関係機関への相談の必要性，

を理解してもらえない等が考えられる これらのことについては 日頃から保護者に対して。 ，

学校における相談活動に関する取り組みを説明することにより 保護者の学校に対する信頼，

。 ， ，感や安心感を高める努力が必要であると考える いずれにしても デリケートな問題だけに

保護者との信頼関係が崩れないように，慎重に対応を考える必要がある。

，「 」「 」 。また 横の連携がうまくいかない スクールカウンセラーの時間が少ない 等があった

これらのことから 関係機関と連携をとった場合 連携開始時において 今後についての具， ， ，

， 。 ，体的な計画を立て 情報交換をすることで連携の成果につながるのではないだろうか また

。 ，現状ではスクールカウンセラーについては有効に活用されていると考える しかし一方で

， ， ，前述した回答に見られるように 常駐するカウンセラーがいないことや 数が少ないこと

勤務条件により勤務日数 勤務時間に制限があり 相談活動に支障があることもまた事実で， ，

ある 今後は 多くの学校がスクールカウンセラーを活用している実績を評価し 行政側か。 ， ，

らもスクールカウンセラー事業に対する改善を働きかけて行く必要があると思われる。

キ 学校間の連携（質問８：複数選択可）

幼 稚 園 (1 5 園 )

0 4 8 1 2 1 6

① 幼 稚 園 と 定 期 的

② 幼 稚 園 と 必 要 に 応 じ て

③ 小 学 校 と 定 期 的

④ 小 学 校 と 必 要 に 応 じ て

⑤ 中 学 校 と 定 期 的

⑥ 中 学 校 と 必 要 に 応 じ て

⑦ 高 校 と 定 期 的

⑧ 高 校 と 必 要 に 応 じ て

⑨ と っ て い な い 。

学 校 数
小 学 校 (2 0 校 )

0 4 8 1 2 1 6

① 幼 稚 園 と 定 期 的

② 幼 稚 園 と 必 要 に 応 じ て

③ 小 学 校 と 定 期 的

④ 小 学 校 と 必 要 に 応 じ て

⑤ 中 学 校 と 定 期 的

⑥ 中 学 校 と 必 要 に 応 じ て

⑦ 高 校 と 定 期 的

⑧ 高 校 と 必 要 に 応 じ て

⑨ と っ て い な い 。

学 校 数
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それぞれの校種においての連携や 高校においては高校間での連携等 必要に応じて ま， ， ，

たは定期的に何らかの形で連携をとっていることが明らかとなった。

これらのことから 幼・小・中・高等学校で十分な情報提供・共有化が行われ 校種間に， ，

おける連携は良い状態で進んでいることが伺える 今後も校種間の連携の必要性を教職員一。

人一人が認識し 子どもたちの発達段階に応じた教育相談を進めていくことが より一層必， ，

要であると考えられる。

ク 今後の教育相談の充実に向けて（質問９：複数選択可）

中 学 校 (1 8 校 )

0 4 8 1 2 1 6 2 0

① 幼 稚 園 と 定 期 的

② 幼 稚 園 と 必 要 に 応 じ て

③ 小 学 校 と 定 期 的

④ 小 学 校 と 必 要 に 応 じ て

⑤ 中 学 校 と 定 期 的

⑥ 中 学 校 と 必 要 に 応 じ て

⑦ 高 校 と 定 期 的

⑧ 高 校 と 必 要 に 応 じ て

⑨ と っ て い な い 。

学 校 数
高 校 (5 校 )

0 4 8 1 2 1 6 2 0

① 幼 稚 園 と 定 期 的

② 幼 稚 園 と 必 要 に 応 じ て

③ 小 学 校 と 定 期 的

④ 小 学 校 と 必 要 に 応 じ て

⑤ 中 学 校 と 定 期 的

⑥ 中 学 校 と 必 要 に 応 じ て

⑦ 高 校 と 定 期 的

⑧ 高 校 と 必 要 に 応 じ て

⑨ と って い な い 。

学 校 数

幼 稚 園 (1 5 園 )

0 5 1 0 1 5 2 0

① 教 育 相 談 体 制 を作 る

② 担 任 に 係 が 助 言 ・援 助 す る

③ 校 内 研 修 ・事 例 研 究

④ 積 極 的 な 連 携 に

⑤ 広 報 活 動

⑥ 知 識 ・技 術 の 習 得

⑦ ｽ ｸ ｰ ﾙ ｶ ｳ ﾝ ｾ ﾗ ｰ等 の 活 用

⑧ そ の 他

小 学 校 (2 0 校 )

0 5 1 0 1 5 2 0

① 教 育 相 談 体 制 を作 る

② 担 任 に 係 が 助 言 ・ 援 助 す る

③ 校 内 研 修 ・事 例 研 究

④ 積 極 的 な 連 携 に

⑤ 広 報 活 動

⑥ 知 識 ・技 術 の 習 得

⑦ ｽ ｸ ｰ ﾙ ｶ ｳ ﾝ ｾ ﾗ ｰ 等 の 活 用

⑧ そ の 他

中 学 校 ( 1 8 校 )

0 5 1 0 1 5 2 0

① 教 育 相 談 体 制 を 作 る

② 担 任 に 係 が 助 言 ・ 援 助 す る

③ 校 内 研 修 ・ 事 例 研 究

④ 積 極 的 な 連 携 に

⑤ 広 報 活 動

⑥ 知 識 ・ 技 術 の 習 得

⑦ ｽ ｸ ｰ ﾙ ｶ ｳ ﾝ ｾ ﾗ ｰ 等 の 活 用

⑧ そ の 他

高 校 (5 校 )

0 5 1 0 1 5 2 0

① 教 育 相 談 体 制 を作 る

② 担 任 に 係 が 助 言 ・ 援 助 す る

③ 校 内 研 修 ・事 例 研 究

④ 積 極 的 な 連 携 に

⑤ 広 報 活 動

⑥ 知 識 ・技 術 の 習 得

⑦ ｽ ｸ ｰ ﾙ ｶ ｳ ﾝ ｾ ﾗ ｰ等 の 活 用

⑧ そ の 他
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もっとも多かった回答は「教育相談を組織的・計画的に行う体制をつくること」(43校）

２番目に「学校・家庭・関係機関との連携に積極的に取り組むこと （37校）」

３番目に「教育相談に関する校内研修や事例研究の機会をふやすこと」(36校）

４番目に「スクールカウンセラー等を校内組織に位置づけ，その活用を図ること」(28校）

５番目に「教育相談係が相談に関する，知識・技術の習得に努めること」(24校）が上位を

占めている。

これらのことから 担任・教育相談係・養護教諭等が単独で関わり 一人で抱え込んでい， ，

たり 職員の教育相談に対する認識が低いことや 教育相談に係わる年間計画を作成し 学， ， ，

校全体で評価する場を設けていないこと等が考えられる 学校における相談活動は 教育活。 ，

動の全体を通して あらゆる場面において全職員が関わり 適切な方法によって行われるべ， ，

きものであることから 校内に 組織的・計画的に相談を行う体制を構築することが重要で， ，

ある そのためにも 先ず 年間計画を作成し 年度当初に職員間に共通理解を図ることが。 ， ， ，

必要であると共に 計画の実施後には学校全体で評価を行い 反省・総括を次年度にどのよ， ，

， 。 ，うに反映させていくか等 常に課題意識を持ちながら検討していくことが望まれる また

ほとんどの学校が校内研修や事例検討の必要性をを感じていることから 教育相談に関する，

研修を校内研修に取り入れたり 外部団体の実施する研修会等へ積極的に参加し 伝達をす， ，

る場を設定することによって 研修の成果を教職員間で共有が図られるようにすることは重，

要である また 事例検討を校内研修の中で実施することにより 生徒理解を深めたり対応。 ， ，

の在り方を追求するなどが 職員の資質向上 スキルアップにつながる有効な手法であると， ，

考えられる 最後に 連携 が必要であるとの回答から 連携について 今後 各機関等。 ，「 」 ，「 」 ，

の役割や業務内容を明確に知り，相談活動に役立てていく姿勢が望まれる。

② 宮古地区，関係機関におけるアンケート調査の結果と考察

児童生徒の抱える問題が多様化，複雑化，深刻化，してきている今日，学校単独のみの支援だ

けでは問題解決が難しい場合があり，前述したような保護者や関係機関との連携が必要であると

考える。そこで，本研究では以下の２種についてアンケート調査を行った。

（ ） ， 「 」１ 宮古地区の幼・小・中・高の教育相談係 又は教頭を対象に 関係機関との連携について

（２）関係機関を対象に「学校との連携について」

得られた調査結果を基に，それらの実態を把握・分析することによって，今後の教育相談活

動における連携の在り方について考察を加える。

（１）目的

， 「 」宮古地区の幼・小・中・高の教育相談係 又は教頭を対象に 関係機関との連携について

及び関係機関を対象に 学校との連携について に焦点を当てたアンケート調査を行い それ「 」 ，

らの実態を把握・分析することによって 今後の教育相談活動における連携の在り方を考えて，

いくことを目的とする。

（２）方法

① 調査年月

平成18年10月

② 調査対象

調査Ⅱ 宮古地区の関係機関

③ 調査Ⅱの結果と考察
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ア 回収率

機関 調査対象関係機関数 回答関係機関 回収率

調査Ⅱ 関係機関 ２３ ２２ ９６％

イ 回答した関係機関名（質問１）

・宮古島市教育相談員（３人） ・サポートチームコーディネーター

・宮古教育事務所巡回教育相談員（２人） ・宮古島市保健師

・自立支援教室指導員（２人） ・学校医

・生徒指導推進協力員 ・宮古島市女性相談室相談員

・宮古養護学校教育相談員 ・宮古島市家庭児童相談員（２人）

・宮古福祉保健所保健師 ・宮古島市適応指導教室担当教諭

・宮古配偶者暴力相談支援センター相談員 ２人 ・不登校生徒等学習支援者（ ）

・生徒のやる気支援コーディネーター ・子どもと親の相談員

・人権擁護委員 ・警察

ウ 学校との連携の有無（質問２）

本研究で行ったアンケート調査結果から 学校と連携しているとした関係機関は100%であ，

。 ， 。った これらのことから 関係機関と学校との連携は有効に機能していることがわかった

このことは 教育相談に対する学校側の連携意識が少しずつ高まってきていることや 関係， ，

機関の受け入れの間口が広くなった つまり気軽に相談できる体制が少しずつ整ってきてい，

ることによるものと考えられる 行政側の研修会の効果や 関係機関の努力の結果と言えよ。 ，

う 今後も両者がさらに密接な協力関係を築いていくことで さらに連携の成果が上がるも。 ，

のと考える。

エ 連携した理由（質問３：複数選択可）

0 3 6 9 1 2 1 5

① 不 登 校

② 登 校 しぶ り

③ 保 健 室 登 校

④ 暴 力 行 為

⑤ 飲 酒 ・喫 煙

⑥ 虐 待

⑦ 家 庭 環 境 に 起 因 す る問 題

⑧ 健 康 ・発 達 障 害

⑨ い じめ問 題

⑩ そ の 他

人 数
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もっとも回答の多かった問題は不登校や 登校しぶり 保健室登校 適応教室登校といっ， ， ，

） ， ， ， ， ，たいわゆる適応障害の(31件 で 次いで暴力行為や 飲酒・喫煙 いじめ問題 暴力行為

無断外泊等のいわゆる問題行動(19件 ，家庭環境に起因する問題，虐待，養育放棄等の保）

護者に関わりのある問題（17件）健康・発達障害(８件）の順であった。

これらのことから，心の問題を持つ児童生徒が多く，その問題も多様化，複雑化してい

， 。ているため 教育相談による対応・支援の仕方も難しくなっているのではないかと考える

そこで，関係機関に蓄積された多くの方法，相談事例・実践事例等を学校現場に紹介する

ための，積極的な情報発信が望まれる。また。発達障害についての教育相談も今後増えて

くることが予想されるので，行政側は，関係機関を対象とした研修会を開催し，今後の相

談がより効果的に行えるような場を提供する必要もあると考える。

オ 連携した校種（質問４：複数選択可）

連携した校種は，中学

（ ） ，校の 21校 が最も多く

次いで小（15校 ，）

幼稚園（７園 ，）

高校（３校 ，）

保育所（１ ，）

養護学校（１校）の順で

あった。中学校が多い要

因として，宮古地区にお

ける文部科学省の事業等

ＳＣ, 生徒のやる気支援

コーディネーター 自立支援教室指導員等 のほとんどが中学校に配置されていること ま， ） ，

た思春期の多感な時期にいる中学生はややもすると 問題行動に走りやすい傾向があるから，

なのではないかと推察される また 一方で小学校における相談件数も少なくなかったこと。 ，

， 。 ，や少数ではあるが保育所との連携もある実態を 見逃してはならない これらのことから

今後は中学校のみならず全校種を視野に入れた事業の展開が望まれる。

カ 連携して得られた成果（質問５：複数選択可）

もっとも多い回答は 今後の相談活動につな，

ぐことができた 21件 次いで保護者・学校と（ ），

の信頼関係が深まった(14件 早期に問題解決），

をすることが出来た(12件 であった いずれの） 。

場合も学校と連携をすることによって 相談活，

動がより深まったことを示しており 連携の有，

効性を実証できたものと考えられる また 関。 ，

係機関間の連携により 専門的立場から支援が，

，できるようになったとの回答があったことは

最初に相談を受けた機関のみでは十分な対応・

支援が困難と判断したことを示しており 関係，

機関の抱え込みを避けることも 問題の長期化，

を防ぐことにつながと考える これらのことは 関係機関における今後の相談活動の在り方。 ，

を示した重要点であると考える 関係機関も互いの役割や業務内容を熟知し 必要に応じた。 ，

関係機関間の連携を継続していくことが望まれる。

0

5

10

15

20

25

保育所 幼稚園 小学校 中学校 高校 養護学校

人
数

0 1 0 2 0

① 早 期 に問 題 解 決

② 今 後 の 相 談 活 動

③ 信 頼 関 係

④ そ の 他

人 数
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キ 連携上の課題（質問６・質問７）

連携上の課題については（82％）

の関係機関が課題があると答えてい

た。このことから関係機関の役割に

ついて，学校側が明確に把握してい

ないために連携に苦慮している実態

が明らかとなった。

その一例として，学校から健康増

進課へ電話があり「不登校の児童が

いるが家庭訪問をして，学校に連れ

てきてくれないか」との依頼をした

ケースがある。この場合学校が健康

増進課(保健師）の役割を明確に把

握していなかった例であるといえる。

また 担任や 関係職員と連携をとる場合 時間の確保が難しいことや 学校と関係機関， ， ， ，

のみではなく，教育相談員同志の情報連携・行動連携が必要であるとの課題があった。

このようなことから 連携をより確かなものにし 対応・支援を進めていく上で学校とし， ，

ては 児童生徒に関わるすべての教師が 各関係機関の役割・業務内容を明確に把握し ど， ， ，

。の機関と連携をとることが望ましいかの選択能力を身につけることが大切であると考える

また 関係機関においては 明確な役割・業務内容を機会あるごとに情報発信をしていくこ， ，

。 ， ， ，とも望まれる さらに 前述したように 関係機関が相互の役割・業務内容を明確に把握し

適切な機関につなぐことも大切な連携の在り方だと考える。

適応指導教室「まてぃだ教室」(下地庁舎３階）

宮古島市教育相談室(下地庁舎１階）

２２人中

②いいえ
18%

①はい
82%
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③ 総合考察

ア 「児童生徒の態様別相談先一覧表」の作成の必要性について

本研究のアンケート調査結果から，それぞれの校種において関係機関との連携が進められ

ていることが明らかとなった。しかし，一方では連携における課題として「関係機関の選択

(役割等 」がわからないことを上げている学校は全体の（44％）を占めていた。これは，関）

係機関の具体的な役割を明確に把握していない教師がいることや，関係機関からの情報発信

が不十分なこと等が原因として考えられる。また，関係機関が学校と連携していく上での課

題として「関係機関の役割を明確に把握していないために連携に苦慮がある」との回答が多

く，学校の課題と，関係機関の課題は一致していた。そこで，連携をより確かなものとし，

より良い対応・支援をするためには，関係機関の役割や業務内容を明確に把握し，十分な意

志の疎通を図ることが大切であると考えるに至った。このことから，宮古地区や周辺の関係

機関の特徴や役割・連絡先をまず明らかにする事は急務であると考える そこで 沖縄県関。 ，「

係機関の役割について の資料 2008 宮古教育事務所 や 学校と関係機関等との行動連」 （ ） ，「

携を一層推進するために 2004 文部科学省 をもとに また関係機関への電話での聞き取」（ ） ，

り調査をもとに 児童生徒の態様別相談先一覧表 表４ を作成することにした (児童生，「 」（ ） 。

徒の態様については，アンケートⅠ・アンケートⅡの児童生徒の抱える問題を参考に作成し

。） ， 。た この資料を活用することにより 今後のよりスムーズな連携を図ることが期待できる
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イ「連携の流れ図の作成」の必要性について

本研究で行ったアンケートの調査結果から，学校が連携をする上で特に課題であると感

じている内容として 連携の具体的な進め方がわからない 依頼する適切な時期が判定し「 」「

」「 」「 」にくい 保護者への説明がうまくできない 依頼した後の具体的な進め方がわからない

等が上げられていた。連携が必要とされる問題が生じた場合，どのような流れで，どのよ

うな点に留意して連携を進めて良いのか，具体的な連携のイメージ化が出来ていないこと

が伺える。問題の背景，関係する人数，対応・支援できる内容は事例によって異なり，連

携の流れを明確にすることは容易ではない。しかし，連携に対して全体の見通しを持つこ

とが出来れば，問題解決へ至る道筋をつかむことができるものと考える。そこで，連携を

，「 」 。 ，円滑に進めるために 連携の流れ図 を作成する必要があると考えた 作成にあたっては

先行する教育相談部研究レポート等を参考にした （図１）。
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図１ 連携の流れ図

問題が発生した場合 第１段階は担任や係の単独の対応・支援で解決に迫ることが出来るか，

。 ， ， 。どうかの有無を判断する 問題が発生したら まずは 対応・支援を試みてから判断をする

つまり 学校が本来果たすべき役割を果たさず 関係機関に依存してしまわない事が重要であ， ，

る また 緊急を要する問題については即対応する姿勢で臨む 学級担任の単独の対応・支援。 ， 。

では無理があると判断した場合，第２段階へ進む。

，「 」 。 。第２段階は 学年会で話し合い の段階である 学年でも解決できない場合第３段階へ進む
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第３段階以降が校内サポートとなる。

第３段階は 準備 の段階である ここでは校内支援体制(サポート委員会 と調整して対応「 」 。 ）

支援することを決断する。校内サポート委員会開催に向けて，事例の受け入れ判断及び，事例

の検討の日程を調整する。

，「 」 。第４段階は校内サポート委員会を開催し 対応・支援方針を決定する 協議の段階である

ここではまず，事例に対する共通理解をするために，すなわち，児童生徒の抱える問題とその

背景，家庭環境，これまでの対応・支援とそれに対する児童生徒の反応の経過を探り，具体的

な対応・支援方針を検討する。次に対応・支援者として管理者も含め，担任・関係教師・保護

者の役割の明確化を図る。学校単独での対応・支援が難しいと判断したら，第５段階へ進む。

，「 」 。 ，第５段階は 関係機関との連携 の段階である どの関係機関にするのかを具体的に検討し

連携の方針・連絡調整について決める。

第６段階は，全職員での共通理解を図るための「報告」の段階である。ここでは，職員会議

等において，サポート委員会で話し合われたことを担任・または教育相談係より報告をし，意

志の統一を図る。

第７段階は，関係機関との連携も含めて，各々の「役割を遂行する」実行の段階である。こ

こでは実際に，学校・保護者・関係機関が連携を図りながら，また対応・支援の進捗状況につ

いて定期的に情報交換を行う等して，児童生徒に対する対応・支援を進めていく。

第８段階は これまでの具体的な対応・支援が適切かどうかを話し合う 評価(対応・支援方， 「

」 。 ， ，針修正) の段階である ここでは対応・支援の成果を評価し 必要に応じて関わりを見直し

今後に向けて対応・支援方針の修正を行う。この第８段階は定期的に実施し，関わりを再度見

直すことで，問題解決に迫っていく。

ウ 関係機関との連携上の留意点

関係機関との連携には，①学校自体が関係機関の支援を受ける場合，②保護者・児童生徒に

関係機関の支援を勧める場合，③すでに保護者・児童生徒が関係機関に直接相談している場合

等，さまざまな形が考えられる。いずれの場合も，プライバシーの保護や秘密保持に十分配慮

し，協力し合って，児童生徒へのより良い対応・支援がなされるように十分な配慮が必要とな

る。すなわち，学校が関係機関を勧める場合には，学校及び担任と保護者・児童生徒との信頼

関係が壊れることないよう，保護者との面接や交換日記等で，学校や担任の気持ちを丁寧に伝

え，保護者の気持ちを確かめながら紹介していくことが大切である。また，初めから，学校が

特定の機関を決めるのではなく，それぞれの関係機関の特徴を説明し，決定は保護者に任せる

ような配慮も必要である。保護者が安心感を持てば，児童生徒にも良い影響を与えることとな

り信頼関係が深まることとなる。また，保護者や児童生徒が関係機関に相談に行ったり，相談

が継続している場合には，関係機関に全てを一任するのではなく，①電話等で関係機関と定期

的に連絡を取って，対応・支援の方向性を確認し，見直す必要があるかどうかを常に心がける

こと，②保護者とは家庭訪問や電話連絡をまめに行い，信頼関係の保持に努めること，③関係

機関には秘密保持の原則があること等を踏まえて対応には細かい配慮が必要があると考える。

また，関係機関の業務内容や連絡先，担当者の一覧表を準備し，すぐに連絡がとれるようにし

， ， 。ておくことや 年度当初に各関係機関を訪問し 顔つなぎをしておくことも大切なことである

エ 校内支援体制(サポート委員会）の必要性について

アンケート結果で得られた結果から 教育相談を充実させるためには 教育相談を組織的計， ，「

画的に行う体制をつくること」と回答した学校数は43校（67％）と高い比率を示していた。こ

のことから，児童生徒の問題が発生した場合，一人で抱え込んでしまう担任や係，または，何

の相談もなく，疎外感を感じている係，逆に，何人も任されて苦しんでいる係等の存在が推測
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される。

これらの現状を打開するためには，一人ひとりの教師が小さなサインを鋭く見抜く児童生徒

理解の力量を身に付けるとともに，担任・係として単独で係わるのではなく，組織として，情

報を的確に伝えあう校内組織を整える事や，担任を中心に管理職，教育相談係，養護教諭，生

徒指導主任 スクールカウンセラーなどからなる学校での校内支援体制(サポート委員会 が構， ）

築されそれが機能化しなければならない そこで 校内支援体制(サポート委員会 の組織と大。 ， ）

まかな流れについて述べる 学校における教育相談は 学校規模や職員構成 児童生徒の実態。（ ， ，

等に合わせた学校独自の体制の中で進められることが望ましい 本研究においては アンケー。） ，

トの結果を基にして，本校の実態に応じた校内サポート委員会について作成した。

１ 校内支援体制（サポート委員会）の目的

（ ） ， 。１ 子どもたちの抱える様々な問題に対し 問題解決のために組織的・継続的な対応・支援を行う

（２）不登校や，保健室登校等のいわゆる別室登校児童生徒への直接的な対応や対応・支援を行うこ

とや，担任・養護教諭等に対するサポートを行う。

２ 構成メンバー

校長・教頭・担任・学年主任・生徒指導主任・養護教諭・教育相談係・特別支援コーディネータ

ー必要に応じて関係職員（教務・スクールカウンセラー・学校医・関係機関等）

※ 教育相談係や生徒指導主任・特別支援コーディネーターが中心となって会議を招集・進行す

る。

３ 組織図

構成メンバーの主な役割

・校長………………指導助言，対応

・教頭………………指導助言・対応・支援，保護者・関係機関

校 との連絡調整，

内

教 生 特 サ ・生徒指導主任……対応・支援，保護者・関係機関との連絡

校 教 育 徒 別 ポ 調整，(委員会の開催招集・進行役） 職

長 頭 相 指 支 員ー

談 導 援 ト ・教育相談係………対応・支援，保護者・関係機関との連絡 会

係 主 コ 委 調整，(開催招集・進行役）

任 員ー

デ 会 ・担任………………児童生徒の情報の報告，児童生徒への対応

ィ 支援，保護者との連絡調整

ネ

・学年主任…………対応・支援ー

タ

・養護教諭…………対応・支援，保護者・関係機関との連絡調ー

整

・特別対応・支援コーディネーター……対応・支援，保護者，

関係機関との連絡調整(開催招集・進行役）
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４ その他

（１）定期開催（毎月1回が望ましい）

臨時開催（必要に応じて）

（ ） （ ） ， ） 。２ 校内支援体制 サポート委員会 の流れについては 連携の流れ図(図１ に沿って実施する

(2) 本校事例研究の分析

（ ）① 保健室登校児童の事例 小学校５年生・児童Ｙ

－ 担任・養護教諭を学校全体で支え，保護者・関係機関と連携した事例 －

１ 児童の実態

， （ ）） 。本児の家族構成は 父・母・中学一年の兄 不登校・現在は別室登校 の４人家族である

本児は父の転勤に伴い平成17年度４月に転校して来た。前在籍校では，小学４年生より教室に

入れず職員室登校やたまに保健室登校するという実態であった。学校を休むことはほとんどな

く，主に教頭・養護教諭が対応・支援していた。本校に転校してきた１日目の始業式の日は教

室で過ごせたものの 翌日からは教室へ入ることを拒否し お母さん好き好き を教師のいる， ，「 」

前で連発したり，母が帰ろうとすると母の服をつかみ泣き叫ぶ等の行動が見られた。担任が声

をかけても全く聞く耳を持たず，母にしがみついて離れない状態であった。担任と母との相談

でしばらく様子を見ることになった。しかし，本児の行動面での改善が見られないこともあっ

て，担任は対応・支援の見通しがたたず，どうして良いのか困惑していた。

２ 校内支援体制（サポート委員会）における経過 （以下，委員会と記す ）。

前在籍校からの情報によると，本児は別室登校をしていたことがわかった。本校に転校して

事 きたことによって生活環境が変わることをきっかけとして，教室へ入れるのではないかと担任

準 例 保護者も期待をしていた。しかし，逆に状況は悪化し，登校することすらいやがるようになっ

の た。さらに登校できた場合であっても，母と離れることに不安があり，母と一緒の登校となっ

受 たが，母と一緒であっても教室へ入ることはできなかった。担任は 「朝の会 「帰りの会」だ， 」

備 け けでも学級に参加させたいと考え，学級の児童と関わらせることを試みたが 「教室へは絶対，

入 に行きたくない」と強く拒否し，教室での生活は厳しい状況があることがわかった。

れ 担任から相談を受けた教育相談係（養護教諭）は，管理職と話し合い，担任一人に抱え込ま

せるのではなくではなく，学校全体で対応・支援をする必要があると判断した。

会 日 教育相談係(養護教諭）が委員会における事例検討をコーディネートし，本児の現在の実態

議 程 から，早急に委員会を開催することとなった。担任から相談のあった翌日，放課後の時間を利

の 調 用して開催する計画を立てた。相談係(養護教諭）は校内サポート委員会のメンバーに，口頭

招 整 で開催の趣旨を説明し，出席の可否の確認をした。

集

司会進行は相談係（養護教諭）が務めた。

事 初めに，担任が前在籍校における児童の実態と，本校に転校してきてからの実態と取り組み

を報告した。担任は初任者研修に参加することから，学級を離れることも多く，その結果本児

例 に深くかかわれていないのではないか，非常勤の先生に負担がかかるのではないか，という不

方 安をもっていたようである。その後，参加者が全体で協議を行い，当面はまず，学校内で保護

検 者と連携して対応・支援を進める事となり 「保健室登校」が望ましいのではないかというこ，
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討 ととなった。さらに本人や保護者の意志を確認し，それを尊重すること，児童の実態を把握す

針 るために必要な情報収集は，必要に応じて関係機関を活用することを確認した。

校内における役割分担は以下のように行った。

役

の 担任 養護教諭と一緒に，保護者と本児に対して 「保健室登校」について説明をし，意志，

の確認後 「保健室登校」が決定したら養護教諭・管理職と綿密な情報連携・行動連携，

決 割 を図る。委員会での対応・支援の方針を職員会議等で報告し，全職員の共通理解を図

る。保 護者への連絡はこまめに取る。

分

定 学年 学年所属の教師は，協力しながら担任をサポートする。

担

管理職 担任・養護教諭・関係職員をサポートする。

養護教諭 担任・管理職・その他・関係職員との情報連携・行動連携を緊密にとる。必要

に応じて，関係機関・保護者と連携できるようコーディネーターの役割を遂行す

る。担任・相談係（養護教諭 ・管理職等と連携し，サポートをする。）

生徒指導主任 担任・相談係(養護教諭)・管理職と連携し，サポートする。

全職員での共通理解を図るため，職員朝会や職員会議の場において，サポート委員会で話し

報告 合われたことを担任が報告をした。

今後，本児へよりよい対応・支援を行うため，心身両面からの詳しい実態把握を進めるとと

もに，関係機関と積極的に連携を行った。

関 子どもと親の相談員

４～５月にかけては養護教諭が保健行事で忙しいため，保健行事がある日は相談教室で対応

係 支援をしてもらうことを確認したが，結果としては継続して1年間関わってもらった。児童へ

， 。実 の対応・支援はもとより 担任・母・養護教諭への適切なアドバイスでサポートしてもらった

機

（ ）スクールカウンセラー ２人

関 児童（２回）と保護者（１回）と別々に面談を実施。対応・対応・支援の方向性をアドバイ

スしてもらった。同時に「いそがない，３年間教室に行けなかった本児にとってはその倍の時

行 と 間が必要である」とのアドバイスがあり，とても気持ちが軽くなり，落ち着いて対応・支援に

取り組めた。

の 出張教育相談

発達の遅れの有無を知るために，毎月１回地域生活対応・支援センターさぽーと「ゆいみな

連 ぁ」で行われている相談に児童・母・担任・養護教諭と面談しアドバイスをもらった 「発達。

に遅れはないと思われるが，精神的に幼さが見られる。しばらくは今の状態が続くであろう」

携 とのことであった。発達に遅れがないことの確認ができたので，日々の対応・支援の中で少し

ずつ母から離すことを試み始めた。
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特別支援地域連携協議会専門家チーム

実 今後の学習指導をどのように進めていくかの方向性を明確にするために，夏休みを利用して

養護学校において知能検査を実施してもらう。知能検査の結果から，特に言語性，動作性に問

題はないことがわかった。国語と算数において 「何年生の問題だったら自信をもって答えら，

れるのか」を確認すると「国語は１年生 「算数は２年生」ということであった （学習指導に」 。

関しては11月の中旬より取り組んだ。本人がなかなか学習することに意欲がなかったためであ

る ）。

行 学校医

週１回，保健室で対応・支援を行った（絵描き等 。本児は，学校医の来室を心待ちにする）

ようになった。

巡回教育相談員

養護教諭の抱え込みをさけるため，12月から２月まで月１回，本児の学習指導等をサポート

してもらった。

全職員が温かい目で本児を見守り，担任・保護者・管理職・養護教諭のほか多くの関係機関

が横の連携を密にし，小さな変化に対しても情報交換を心がけ，きめ細かな対応・支援を行っ

た。その結果，宿泊学習への参加，勉強に対する意欲，卒業式への参加等，確実に変容が見ら

評 役 れた。特に勉強に対しては，これまで，机に向かうことに嫌悪感をあらわにし，決して取り組

もうとしなかったが 「６年生になったら教室へもどる」ことを目標にし，みんなについて行，

割 くには勉強が大事だと思うようになり，真剣に取り組んだ。家庭学習もきちんとできるように

なった。休み時間には，保健室へクラスの友達が数人遊びに来るようになり，友達との関係も

の 少しづつ広がり始めた。

一方，本児との関わりから 「父に対する不満」が見られため，担任・管理職・養護教諭と，

遂 話し合いを持った （数回）両親，特に父の本児に対する理解と協力を得るため，校長室で話。

価 し合いを持った。父は話し合いを持ったことによって，本児の現在の状態を受け入れることが

行 でき，少しづつ関わりを持つようになった （学校へ迎えにくる回数が多くなっていった ）父。 。

が係わることによって，心理テストで本児の書く家族画にも明らかに変化が見られた。最初の

頃は父をお父さんと明記するのではなく名前を書いたり，耳がなかったりしていたが11月頃か

らは，名前がお父さんに変わり家族が一緒に食事をしている場面を書いたり，家族そろって散

歩をしている場面であったりと，父と本児の関係が良くなっていっていることが見て取れた。

また，家族の関係も良い状態へ向かっていることがわかった。

３ 本事例から明らかになったこと

， 「 」 ，保健室登校はややもすると 職員間での共通理解がない場合 あまやかし ととられる事が多く

児童と職員との板挟みに悩む養護教諭も少なくない。本事例では，多くの関係機関と情報連携・行

動連携を図りながら保健室登校の対応・支援を行った。全校体制で全職員の共通理解を図り，常に

温かい目で本児 ・担任・養護教諭を支えたことが 本児の変容につながったものと考える 以上の， 。

ことから，関係機関との連携，全校体制で組織的・継続的に相談活動を進めていく細かな点につい

ての有効性が再確認されたと言える。

本児は６年生に進級した（平成１８年４月）から教室復帰をしているが，まだまだ継続した対応

支援が必要である。
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② 自傷行為のある児童の事例（小学校４年生・児童Ｂ）

－ 担任が根気強く保護者へアプローチをし，関係機関と連携をした事例 －

１ 児童の実態

本児は 小さい頃に両親が離婚し現在 父と二人でアパート暮らしをしている ３年生の頃は， ， 。

学校を休むことはほとんどなかったが ４年生になり遅刻や休みが目立ち始める 担任は 父に， 。 ，

連絡をするが連絡がとれず困っていた 本児の話によると 水道が切られているため飲み水は買。 ，

ってきて飲み 食事は作らず コンビニのおにぎりですませ 風呂はたまに祖父宅 母方の で， ， ， （ ）

入っているという 本児は ５月頃から無意識のうちに髪の毛を抜く行為が見られるようになっ。 ，

たため 担任は何度も父に連絡するが やはり連絡が取れない状態が続いた 本児は担任との信， ， 。

頼関係はできており 学校はほとんど休まなくなったが髪の毛を抜く行為はますますひどくなっ，

ていった。

担任は教頭に相談をし 教頭と一緒に家庭訪問をしたり 単独で家庭訪問を何度もしたが 父， ， ，

。 ，と直接会って話し合うことができなかった 担任は対応・支援の具体的な方策が見えないため

非常に困っていた。

２ 校内支援体制（サポート委員会）における経過

担任は根気強く家庭訪問や電話連絡を行い，本児にも「先生が会いたがっていることや，電

話連絡をしてほしいことを父に伝えてほしいこと」を話しするが，父からの連絡は全くなく進

事 展のない状態が続いた。ある日，担任へ祖父から 「諸会費の件はどうなっているのか」の問，

準 例 い合わせがあり，本児の現在の状況，父と連絡が取れないことについて祖父に，話を伝えるこ

の とができた。祖父から父へ連絡することの確認をした。しかし，いっこうに父とは連絡が取れ

受 ない状態が続いた。ある日，担任へ親戚のお姉さんという方から電話があり，自分がしばらく

け 面倒を見るとの連絡を受けた （その件で，学校で話し合いをもった。面倒を見ることに関し。

備 入 ては，親戚の方から父へ連絡をして了解をとってあるとのことであった ）学校としては親戚。

れ の家から通うようになれば髪を抜く行為もおさまるのではないか，また，今のところ父とも連

絡が取れないため，当分の間，この方に，面倒を見てもらうことを確認した。しかし，髪を抜

。 ， （ ） 。く行為はますますひどくなるばかりであった 担任は 教頭と相談係 養護教諭 に相談した

髪を抜く行為に対しては，心因性の原因が考えられるので早急に環境を変えることや，関係機

関との連携を図る必要があると判断した。

会 日 その日の放課後すぐに，サポート委員会を開催した。

議 程

の 調

招 整

集

事 司会進行は教頭が務めた。

方 例 初めに，担任からこれまでの関わりや取り組みについての説明があった。担任の報告や教頭

， 。検 の報告から 本児とスクールカウンセラーと面談を進める方向が望ましいという結論に達した

討
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校内における役割分担は以下のように行った。

針 担任 父への連絡を根気強く取ること。場合によっては祖父と連絡を取ること。本児に対

役 して，スクールカウンセラーとの面談を受けるかどうか，意志の確認をすること。意

思の確認後管理職・相談係（養護教諭）と綿密な情報連携・行動連携を図る。サポー

の ト委員会での対応・支援の方針を職員会議等で報告し，全職員の共通理解を図る。

割

学年 学年所属の教師は，協力しながら担任をサポートする。

決

分 校長 担任・関係職員をサポートする。

教頭 担任と共に，父に対して根気強く連絡をとったり，家庭訪問をしたりする。

定 関係職員との連絡調整を図る。

担

養護教諭 カウンセラーや関係機関との連絡調整を図る。担任・管理職・関係職員と綿密な

情報連携と行動連携を行う。

生徒指導主任 担任・相談係（養護教諭 ・管理職・関係職員と連携し，サポートをする。）

全職員での共通理解を図るため，職員朝会や職員会議の場において，サポート委員会で話し

報告 合われたことを担任が報告をした。

関係機関との連携においては，学校が関わる以前に，本児の叔母（母親の妹）から福祉保健

関 所の母子担当へ相談へ行ったとの連絡が祖父より担任へあった。急遽，担任・管理者・教育相

談係（養護教諭）と話し合いを持った。その結果，教育相談係（養護教諭）が福祉保健所の母

係 子担当の保健師さんへ電話することになった （電話することに関しては，祖父の了解ずみ 。。 ）

実 保健師さんの話から，叔母は保健師と本児は臨床心理士と1回の面接が実施されていたことが

機 わかった。教育相談係（養護教諭）は保健師さんからの情報を担任・管理職に報告し，今後の

方向性として福祉保健所と連携をとることを確認した。

関

福祉保健所母子担当

と 月１回の面談では叔母との相談を担当している。学校としては次回の面談日を確認をし，面

談が実施された翌日に電話をして，学校での本児の実態や現在取り組んでいる状況を報告し，

行 の 対応・支援の方向性を確認する。この作業は現在も進められている。

連 臨床心理士

月１回，本児と面談をしているが，学校としては保健師さんを通して，連絡調整を行ってい

携 るため臨床心理士との直接的な係わりはない。

担任の思いを受け止めた祖父が，父と会う機会を作ってくれた。その場では父・祖父・担任

役 教頭・相談係（養護教諭）で約１時間近くにわたって話し合いをすることができた （学校に。

おいて 。話し合いの結果，しばらくは祖父の家で預かってもらうことになった。環境を変え）

割 たことが功を奏したのか，本児は精神的に落ち着きをとりもどし，髪の毛を抜く行為は次第に

評 少なくなっていった。現在は髪の毛もはえて元気に学校生活を送っている 「今日はお父さん。
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の がカレーを作って待っているから学校帰りにアパートに帰るんだよ」って，楽しいそうに話す

価 笑顔は最高でした。また，その後，担任と父との連絡をすることに関しても，かなりの進展が

遂 見られた。それは、担任が父との連絡に関して行動を変えた結果である。担任よると，これま

で自分は本児に対して「～をしてほしい」時だけに父に電話を入れていたが，間違っているこ

行 とに気がついた。自分の考えを変え，良い点が見受けられた時も連絡をすることを常に心がけ

るようにした，と。結果，現在では担任からの着信履歴を見て，父から直接に電話をかけてく

るようになっている。

３ 本事例から明らかになったこと

本事例は，家庭環境の影響で，心が不安定な状態になり，それが原因で，髪の毛を抜くという自

傷行為へとつながっていったのではないかと考える。学校全体で父や本児を取り巻く方々へ粘り強

くかかわるとともに，本児の心の安定を図るための環境を変える取り組みを進めた。このような担

任と学校の本児に対する思いが父や祖父・叔母の心を動かし，結果的に本児の変容を促したと考え

る。さらに，福祉保健所との連携は，学校と関係機関が方向性を常に確認しながら情報連携・行

動連携を図ったことも本児の変容を促したと言える。

③ 児童Ｙ・親の思い(手記）

保健室登校から教室復帰をした児童と母に，かかわった方々との思い出と，保護者・学校・関

係機関と連携した足跡を書いていただいた。本人の了解を得て，報告書に載せることにした。
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(3) 児童生徒実態把握のためのチェック票

関係機関との連携の実態等を取り入れた個別のチェック票を作成した。

表５ 児童生徒の実態把握のためのチェック票 （ 月）

名 前 性別 男・女 年 組 番 記入者

今月の欠席日数 日 4月からの累計欠席日数 日 昨年の欠席日数 日

□ 病気（ ）

□ けが（ ）

□ 不登校傾向が見られる

□ 保護者が病気であると言っているが登校しぶりが見られる欠席

□ 集団になじめず些細な理由で，学校を休む傾向があるの

□ その他（ ）理由

□ 不登校

□ 経済的理由により保護者が登校させない。

□ 保護者に登校させる意志がない

□ その他（ ）

本人の性格□ 連絡なし

□ 保護者から学校(担任）に連絡あり □ まじめである保護

□ 電話で欠席の連絡あり □ 些細なことに敏感に反応する者の

□ 友達や兄弟を通して連絡あり □ 孤立感がある対応

□ その他（ ） □ 内向的である

□ 本人及び保護者と連絡がとれない □ 緊張しやすい学校

□ 担任が保護者に電話連絡をした □ 自己中心的である保護

□ 担任が家庭訪問をして，保護者と話をした □ 幼稚さがある者

□ 担任が家庭訪問をして，本人とかかわった □ 楽観的であるとの

連携 登校に対する本人の意識□ 担任以外(養護教諭等）が本人とかかわった

□ 印刷物等を家庭に届けた(誰が： ） □ すごく強い □ 強い児

□ 校長 □ 学年主任 □ 弱い □すごく弱い童

校内 ・ 登校に対する保護者の意識□ 教頭 □ 養護教諭

□ 生徒指導主任 □ 担任 □ すごく強い □ 強いの 生

□ 教育相談係 □ その他 □ 弱い □すごく弱い連携 徒（ ）

の 非行傾向があり，1ヶ月間に次の行動を□ 特別対応・支援コーディネーター

様 とったことがある□ ＳＣ □ 児童相談所

□ 巡回相談員 □ 市児童家庭課 □茶髪 □飲酒 □喫煙 □自傷行為関係 子

□ 市サポート委員会 □ 漲水学園 □万引き □暴力行為 □恐喝機関

□ 市教育相談員 □ 福祉保健所 □深夜徘徊 □家出 □不純異性交遊との

連携 軽度発達障害の傾向□ 適応教室へ通級 □ 保健センター

□ 特別支援地域連携協議会 □ 宮古警察署 □ある □傾向がある

□ その他 □診断されている（ ）

その他

□ 学業不振

□ 過去にいじめられた経験あり対応

□ 過去にいじめ側だった経験あり・支

□ 虐待の可能性がある援の

□ 家庭生活に急激な変化がある実際

□ 親子関係にトラブルあり
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Ⅵ 研究の成果と課題

児童生徒の抱える問題の解決には 学校・保護者・関係機関との連携は必要不可欠であるとの視点，

から 宮古地区の幼・小・中・高・関係機関の連携の実態を把握し分析した さらに本校の事例を分， 。

析することによって連携の在り方が確立されより充実した教育相談活動ができるのではないかと考

え，本研究を進めてきた。以下，本研究の成果と課題である。

１ 成果

１ 幼・小・中・高対象のアンケート調査・分析から 児童生徒の態様別連絡先一覧表 連携の流（ ） 「 」「

れ図 「連携の留意点 「校内支援体制についての組織」を作成することができた。」 」

（２）関係機関対象のアンケート調査・分析から「関係機関間の横の連携」の重要性がわかった。

（３）本校の事例を連携の流れ図に沿って分析した結果，連携の有効性が再確認できた。

（４）児童と親の手記から，連携の必要性が実証された。

（５）児童生徒の様子や校内・保護者・関係機関との連携の実態把握のための，個別のチェック票を

作成することができた。

２ 課題

１ 作成した 児童生徒の態様別連絡先一覧表 連携の流れ図 連携の留意点 児童生徒実態把（ ） 「 」「 」「 」「

握のための個別のチェック票」を有効に活用していくこと。

（２）校内支援体制(サポート委員会）を日常的に機能化させていくこと。

Ⅶ おわりに

日頃の職務の中で，子どもたちが，教師が，親が保健室へ相談に来室します。それぞれに複雑な事

情があり，個人での対応だけでは，なかなか解決が難しい事例が多くなってきています。そこで，学

校・保護者・関係機関との連携を図ることが，問題解決につながるのではないかと考えました。問題

解決や，方向性を見いだすためには，宮古地区の幼・小・中・高・関係機関の連携の実態を把握し分

析することや，これまで本校が進めてきたささやかな実践事例を分析し，児童生徒を対応・支援する

ための 連携の在り方を明らかにすることが必要であると考え，本研究を進めてきました。その結果，

前述し た成果と課題が明らかとなりました。得られた成果を各学校が，自校の実態及び事例に合わせ

てさら に工夫を加え，活用していただければ幸いです。

この研修で得た成果と課題を常に心にとめて人間関係の基礎となる「信頼」を築きながら，保護者

関係機関と連携を深め 子どもたちが 学校は最高 学校は楽しい と思えるような心に響く対応・， 「 」「 」

支援を していきたいと思います。

最後になりましたが，研究を進めるに当たり，アンケート調査へご協力していただいた先生方，関

係機関の皆さん，研究レポートにアドバイスをしていただいた琉球大学の緒方茂樹教授，講話をして

いただいた宮古教育事務所の伊志嶺吉作教育相談員，饒平名和枝指導主事に，心から感謝申し上げま

す。

この６ヶ月間「心地よい緊張感」を持ちながら，また，第一期生としての心地よいプレッシャーを

感じながら，充実した研究期間を無事に終えることができました。研究室から眺める与那覇湾は最高

でした。恵まれた環境の中でゆとりをもって研究をさせていただき，所長をはじめ研究所の関係職員

の皆様に深く感謝いたします。本研究で得た成果を学校現場に持ち帰り，新しい時代を担う大切な私

たちの財産である子どもたちのために，役立てていきたいと思います。ありがとうございました。
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